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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

ケーキとチョコレートを１２個ずつ買うと３７２０円でした。ケーキの代金はチョコレートの代金

より５０円高いそうです。１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３１０円（和）  ちがいは  ５０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①ケーキから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（ケーキ） 

(①)チョコレートに差を足して、ケーキと同じ値にする。それを２で割る。（ケーキ） 

  ケーキから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 ケーキ １８０円  チョコレート １３０円    

 

さくさく和差算・下         第１１回の解答 

 

(①) ３７２０÷１２＝３１０（各１個の和） 

（３１０＋５０）÷２＝１８０（ケーキ） 

１８０－５０＝１３０（チョコレート） 

①３７２０÷１２＝３１０（各１個の和） 

（３１０－５０）÷２＝１３０（チョコレート） 

１３０＋５０＝１８０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１２個 

 

ケーキ１２個 

□円 

□円 ３７２０円 

ケーキとチョコレート、それぞれ１個ずつのとき、差は５０円。 

ケーキと、チョコレートそれぞれ１２個ずつのとき、和は３７２０円 

５０円 ３７２０円÷１２＝３１０円 

チョコレート１個 

 

ケーキ１個 



さくさく和差算・下 第１１回の解答  さくらぷりんと 

2 

 

②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が８５、ＢとＣの和が６０、ＡとＣの和が８３のと

き、Ｂはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が８５ 

  ＢとＣの和が６０    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が８３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ６０（和） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

 Ｃに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ）  

 

【式】８５－８３＝２（ＢとＣの差） 

   （６０＋２）÷２＝３１（Ｂ） 

【答え】   Ｂ３１    

 

 ＡとＢの和が８５ と ＡとＣの和が８３よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
８５ 

Ｃ 

Ａ＋Ｂ 

Ａ＋Ｃ 

８５ 

２ 
ＢとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

８３ 

６０ 

８３ 

２ 

和と差が

分かる 



さくさく和差算・下 第１１回の解答  さくらぷりんと 

3 

 

※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が８５ 

  ＢとＣの和が６０    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が８３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて ８５（和） ＡとＢ ちがいは ２３（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） 

 

【式】８３－６０＝２３（ＡとＢの差） 

   （８５－２３）÷２＝３１（Ｂ） 

                【答え】   Ｂ３１    

 ＢとＣの和が６０ と ＡとＣの和が８３ よりＡとＢの差を求める。 

和と差が分かる 
Ａ 

Ｂ 
８５ 

Ｃ 

Ｂ 
６０ 

Ａ 

Ｃ 
８３ 

２３ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

２３ 
ＡとＢの差 

６０ 

８３ 
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  ＡとＢの和が８５ 

  ＢとＣの和が６０    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が８３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ８３（和） ＡとＣ ちがいは ２５（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） Ｃに差を足す。（Ａ） 

 Ａ＋Ｂ＝８５なので  ８５－Ａ＝Ｂ 

Ｂ＋Ｃ＝６０なので  ６０－Ｃ＝Ｂ 

 

【式】８５－６０＝２５（ＡとＣの差） 

   （８３－２５）÷２＝２９（Ｃ） 

   ２９＋２５＝５４（Ａ） 

   ８５－５４＝３１（Ｂ）  

６０－２９＝３１（Ｂ）                【答え】   Ｂ３１    

 ３２                

Ａ 

Ｂ 
８５ 

Ｂ 

 ＡとＢの和が８５ と ＢとＣの和が６０ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

６０ 

８３ 

２５ 

和と差が

分かる 

Ｂ＋Ａ 

 Ｂ＋Ｃ 

８５ 

２５ 
ＡとＣの差 

６０ 
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③（長方形の問題） 

長さが２４０ｃｍあるはり金を折り曲げて、横の長さがたての長さより８ｃｍ短い長方形をつくり

ました。この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １２０ｃｍ（和）  ちがいは  ８ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①たてから差を引いて、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横に差を足す。（たて） 

(①)横に差を足して、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてから差を引く。（横） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ３５８４㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

横 

たて 

８ｃｍ 

８ｃｍ 

１２０ｃｍ 

①２４０÷２＝１２０ 

（１２０－８）÷２＝５６（横） 

 ５６＋８＝６４（たて） 

５６×６４＝３５８４ 

(①)２４０÷２＝１２０ 

（１２０＋８）÷２＝６４（たて） 

  ６４－８＝５６（横） 

  ６４×５６＝３５８４ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１２０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで２４０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３１個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは５個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３１（和）  

ＡとＢ ちがいは ５（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ５＋４＋５＝１４（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３１＋１４）÷３＝１５（Ａ） 

 

【式】 

  ５＋４＋５＝１４ 

  （３１＋１５）÷３＝１５（Ａ）             【答え】  Ａくん １５個    

 

 

 

 

 

 

３１個 
５個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

５個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３１個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは５個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３１（和）  

ＡとＢ ちがいは ５（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ５＋（５－４）＝６（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３１＋６）÷３＝１２…１（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  ５＋（５－４）＝６ 

  （３１＋６）÷３＝１２…１（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３１個 

５個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 

１個 

１個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を３倍しても、その差を５倍しても１２１５になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×３＝１２１５      （Ａ－Ｂ）×５＝１２１５ 

 Ａ＋Ｂ＝１２１５÷３＝４０５    Ａ－Ｂ＝１２１５÷５＝２４３ 

 

 合わせて  ４０５（和）  ちがいは  ２４３（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ３２４  Ｂ ８１  

 

（４０５－２４３）÷２＝８１（Ｂ） 

 ８１＋２４３＝３２４（Ａ） 

 

①１２１５÷３＝４０５ 

 １２１５÷５＝２４３ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
４０５ ２４３ 

２４３ 

（４０５＋２４３）÷２＝３２４（Ａ） 

 ３２４－２４３＝８１（Ｂ） 

 

(①) １２１５÷３＝４０５ 

  １２１５÷５＝２４３ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとアイスクリームを１４個ずつ買うと３６４０円でした。チョコレートの代金がアイ

スクリームの代金より２０円安いとき、１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ２６０円（和）  ちがいは  ２０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①アイスクリームから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（アイスクリーム） 

(①)チョコレートに差を足して、アイスクリームと同じ値にする。それを２で割る。（アイスクリーム） 

  アイスクリームから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

              【答え】 チョコレート １２０円  アイスクリーム １４０円    

 

さくさく和差算・下         第１２回の解答 

 

(①) ３６４０÷１４＝２６０（各１個の和） 

（２６０＋２０）÷２＝１４０（アイスクリーム） 

１４０－２０＝１２０（チョコレート） 

①３６４０÷１４＝２６０（各１個の和） 

（２６０－２０）÷２＝１２０（チョコレート） 

１２０＋２０＝１４０（アイスクリーム） 

【式】 

チョコレート１４個 

 

アイスクリーム１４個 

□円 

□円 ３６４０円 

チョコレートとアイスクリーム、それぞれ１個ずつのとき、差は２０円。 

チョコレートと、アイスクリームそれぞれ１４個ずつのとき、和は３６４０円 

２０円 ３６４０円÷１４＝２６０円 

チョコレート１個 

 

アイスクリーム１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が８９、ＢとＣの和が４６、ＡとＣの和が５３のと

き、Ｂはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が８９ 

  ＢとＣの和が４６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が５３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ４６（和） ＢとＣ ちがいは ３６（差）  

 Ｃに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ）  

 

【式】８９－５３＝３６（ＢとＣの差） 

   （４６＋３６）÷２＝４１（Ｂ） 

【答え】   Ｂ４１    

 

 ＡとＢの和が８９ と ＡとＣの和が５３よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
８９ 

Ｃ 

Ａ＋Ｂ 

Ａ＋Ｃ 

８９ 

３６ 
ＢとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

５３ 

４６ 

５３ 

３６ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が８９ 

  ＢとＣの和が４６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が５３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて ７９（和） ＡとＢ ちがいは ３（差）  

 Ａに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） 

 

【式】４６－４３＝３（ＡとＢの差） 

   （７９＋３）÷２＝４１（Ｂ） 

                【答え】   Ｂ４１    

 ＢとＣの和が４６ と ＡとＣの和が５３ よりＡとＢの差を求める。 

和と差が分かる 
Ａ 

Ｂ 
７９ 

Ｃ 

Ｂ 
４６ 

Ａ 

Ｃ 
５３ 

３ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

３ 
ＡとＢの差 

４６ 

４３ 



さくさく和差算・下 第１２回の解答  さくらぷりんと 

4 

 

 

  ＡとＢの和が８９ 

  ＢとＣの和が４６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が５３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ５３（和） ＡとＣ ちがいは ４３（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） Ｃに差を足す。（Ａ） 

 Ａ＋Ｂ＝８９なので  ８９－Ａ＝Ｂ 

Ｂ＋Ｃ＝４６なので  ４６－Ｃ＝Ｂ 

 

【式】８９－４６＝４３（ＡとＣの差） 

   （５３－４３）÷２＝５（Ｃ） 

   ５＋４３＝４８（Ａ） 

   ８９－４８＝４１（Ｂ）  

４６－５＝４１（Ｂ）                【答え】   Ｂ４１    

 ３２                

Ａ 

Ｂ 
８９ 

Ｂ 

 ＡとＢの和が８９ と ＢとＣの和が４６ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

４６ 

５３ 

４３ 

和と差が

分かる 

Ｂ＋Ａ 

 Ｂ＋Ｃ 

８９ 

４３ 
ＡとＣの差 

４６ 
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③（長方形の問題） 

長さが３６０ｃｍあるはり金を折り曲げて、横の長さがたての長さより１０ｃｍ短い長方形をつく

りました。この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １８０ｃｍ（和）  ちがいは  １０ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①たてから差を引いて、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横に差を足す。（たて） 

(①)横に差を足して、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてから差を引く。（横） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ８０７５㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

横 

たて 

１０ｃｍ 

１０ｃｍ 

１８０ｃｍ 

①３６０÷２＝１８０ 

（１８０－１０）÷２＝８５（横） 

 ８５＋１０＝９５（たて） 

８５×９５＝８０７５ 

(①) ３６０÷２＝１８０ 

（１８０＋１０）÷２＝９５（たて） 

  ９５－１０＝８５（横） 

  ９５×８５＝８０７５ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１８０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで３６０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２６個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１０個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２６（和）  

ＡとＢ ちがいは １０（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １０＋４＋１０＝２４（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２６＋２４）÷３＝１６･･･２（Ａ） 

ケース１は割り切れないので違う。 

 

【式】 

  １０＋４＋１０＝２４ 

  （２６＋２４）÷３＝１６…２（Ａ）割り切れない 

 

 

 

 

 

２６個 
１０個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

１０個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２６個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１０個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２６（和）  

ＡとＢ ちがいは １０（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １０＋（１０－４）＝１６（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２６＋１６）÷３＝１４（Ａ） 

 

 

【式】 

  １０＋（１０－４）＝１６ 

  （２６＋１６）÷３＝１４（Ａ） 

【答え】   Ａくん １４個    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２６個 

１０個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 

６個 

６個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を３倍しても、その差を４倍しても７２０になります。そ

れぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×３＝７２０      （Ａ－Ｂ）×４＝７２０ 

 Ａ＋Ｂ＝７２０÷３＝２４０    Ａ－Ｂ＝７２０÷４＝１８０ 

 

 合わせて  ２４０（和）  ちがいは  １８０（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ２１０  Ｂ ３０  

 

（２４０－１８０）÷２＝３０（Ｂ） 

 ３０＋１８０＝２１０（Ａ） 

 

①７２０÷３＝２４０ 

 ７２０÷４＝１８０ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
２４０ １８０ 

１８０ 

（２４０＋１８０）÷２＝２１０（Ａ） 

 ２１０－１８０＝３０（Ｂ） 

 

(①) ７２０÷３＝２４０ 

  ７２０÷４＝１８０ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとケーキを１３個ずつ買うと４８１０円でした。チョコレートの代金はケーキの代金

より７０円安いそうです。１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３７０円（和）  ちがいは  ７０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①ケーキから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（ケーキ） 

(①)チョコレートに差を足して、ケーキと同じ値にする。それを２で割る。（ケーキ） 

  ケーキから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート １５０円  ケーキ ２２０円    

 

さくさく和差算・下         第１３回の解答 

 

(①) ４８１０÷１３＝３７０（各１個の和） 

（３７０＋７０）÷２＝２２０（ケーキ） 

２２０－７０＝１５０（チョコレート） 

①４８１０÷１３＝３７０（各１個の和） 

（３７０－７０）÷２＝１５０（チョコレート） 

１５０＋７０＝２２０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１３個 

 

ケーキ１３個 

□円 

□円 ４８１０円 

チョコレートとケーキ、それぞれ１個ずつのとき、差は７０円。 

チョコレートと、ケーキそれぞれ１３個ずつのとき、和は４８１０円 

７０円 ４８１０円÷１３＝３７０円 

チョコレート１個 

 

ケーキ１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１２２、ＢとＣの和が１０６、ＡとＣの和が１１０

のとき、Ｂはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１２２ 

  ＢとＣの和が１０６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ６０（和） ＢとＣ ちがいは １２（差）  

 Ｃに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ）  

 

【式】１２２－１１０＝１２（ＢとＣの差） 

   （１０６＋１２）÷２＝５９（Ｂ） 

【答え】   Ｂ５９    

 

 ＡとＢの和が１２２ と ＡとＣの和が１１０よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
１２２ 

Ｃ 

Ａ＋Ｂ 

Ａ＋Ｃ 

１２２ 

１２ 
ＢとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

１１０ 

１０６ 

１１０ 

１２ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１２２ 

  ＢとＣの和が１０６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １２２（和） ＡとＢ ちがいは ４（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） 

 

【式】１１０－１０６＝４（ＡとＢの差） 

   （１２２－４）÷２＝５９（Ｂ） 

                【答え】   Ｂ５９    

 ＢとＣの和が１０６ と ＡとＣの和が１１０ よりＡとＢの差を求める。 

和と差が分かる 
Ａ 

Ｂ 
１２２ 

Ｃ 

Ｂ 
１０６ 

Ａ 

Ｃ 
１１０ 

４ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

４ 
ＡとＢの差 

１０６ 

１１０ 



さくさく和差算・下 第１３回の解答  さくらぷりんと 

4 

 

 

  ＡとＢの和が１２２ 

  ＢとＣの和が１０６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて １１０（和） ＡとＣ ちがいは １６（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） Ｃに差を足す。（Ａ） 

 Ａ＋Ｂ＝１２２なので  １２２－Ａ＝Ｂ 

Ｂ＋Ｃ＝１０６なので  １０６－Ｃ＝Ｂ 

 

【式】１２２－１０６＝１６（ＡとＣの差） 

   （１１０－１６）÷２＝４７（Ｃ） 

   ４７＋１６＝６３（Ａ） 

   １２２－６３＝５９（Ｂ）  

１０６－４７＝５９（Ｂ）                【答え】   Ｂ５９    

 ３２                

Ａ 

Ｂ 
１２２ 

Ｂ 

 ＡとＢの和が１２２ と ＢとＣの和が１０６ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

１０６ 

１１０ 

１６ 

和と差が

分かる 

Ｂ＋Ａ 

 Ｂ＋Ｃ 

１２２ 

１６ 
ＡとＣの差 

１０６ 
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③（長方形の問題） 

長さが３４０ｃｍあるはり金を折り曲げて、横の長さがたての長さより８ｃｍ長い長方形をつくり

ました。この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １７０ｃｍ（和）  ちがいは  ８ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①たてから差を引いて、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横に差を足す。（たて） 

(①)横に差を足して、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてから差を引く。（横） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ７２０９㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

横 

たて 

８ｃｍ 

８ｃｍ 

１７０ｃｍ 

①３４０÷２＝１７０ 

（１７０－８）÷２＝８１（横） 

 ８１＋８＝８９（たて） 

８１×８９＝７２０９ 

(①) ３４０÷２＝１７０ 

（１７０＋８）÷２＝８９（たて） 

  ８９－８＝８１（横） 

  ８９×８１＝７２０９ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１７０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで３４０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３８個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１２個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３８（和）  

ＡとＢ ちがいは １２（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １２＋２＋１２＝２６（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３８＋２６）÷３＝２１･･･１（Ａ） 

ケース１は割り切れないので違う。 

 

【式】 

  １２＋２＋１２＝２６ 

  （３８＋２６）÷３＝２１…１（Ａ）割り切れない 

 

 

 

 

 

３８個 
１２個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

２個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

１２個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３８個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１２個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３８（和）  

ＡとＢ ちがいは １２（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １２＋（１２－２）＝２２（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３８＋２２）÷３＝２０（Ａ） 

 

 

【式】 

  １２＋（１２－２）＝２２ 

  （３８＋２２）÷３＝２０（Ａ） 

【答え】   Ａくん ２０個    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３８個 

１２個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

２個 

１０個 

１０個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を３倍しても、その差を７倍しても１０９２になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×３＝１０９２      （Ａ－Ｂ）×７＝１０９２ 

 Ａ＋Ｂ＝１０９２÷３＝３６４    Ａ－Ｂ＝１０９２÷７＝１５６ 

 

 合わせて  ３６４（和）  ちがいは  １５６（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ２６０  Ｂ １０４  

 

（３６４－１５６）÷２＝１０４（Ｂ） 

 １０４＋１５６＝２６０（Ａ） 

 

①１０９２÷３＝３６４ 

 １０９２÷７＝１５６ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
３６４ １５６ 

１５６ 

（３６４＋１５６）÷２＝２６０（Ａ） 

 ２６０－１５６＝１０４（Ｂ） 

 

(①) １０９２÷３＝３６４ 

  １０９２÷７＝１５６ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとアイスクリームをこず１７個ずつ買うと５２７０円でした。チョコレートの代金が

アイスクリームの代金より３０円安いとき、１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３１０円（和）  ちがいは  ３０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①アイスクリームから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（アイスクリーム） 

(①)チョコレートに差を足して、アイスクリームと同じ値にする。それを２で割る。（アイスクリーム） 

  アイスクリームから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

              【答え】 チョコレート １４０円  アイスクリーム １７０円    

 

さくさく和差算・下         第１４回の解答 

 

(①) ５２７０÷１７＝３１０（各１個の和） 

（３１０＋３０）÷２＝１７０（アイスクリーム） 

１７０－３０＝１４０（チョコレート） 

①５２７０÷１７＝３１０（各１個の和） 

（３１０－３０）÷２＝１４０（チョコレート） 

１４０＋３０＝１７０（アイスクリーム） 

【式】 

チョコレート１７個 

 

アイスクリーム１７個 

□円 

□円 ５２７０円 

チョコレートとアイスクリーム、それぞれ１個ずつのとき、差は３０円。 

チョコレートとアイスクリームキそれぞれ１７個ずつのとき、和は５２７０円 

３０円 ５２７０円÷１７＝３１０円 

チョコレート１個 

 

アイスクリーム１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１２１、ＢとＣの和が４４、ＡとＣの和が１１５の

とき、Ｂはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１２１ 

  ＢとＣの和が４４    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ４４（和） ＢとＣ ちがいは ６（差）  

 Ｃに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ）  

 

【式】１２１－１１５＝６（ＢとＣの差） 

   （４４＋６）÷２＝２５（Ｂ） 

【答え】   Ｂ２５    

 

 ＡとＢの和が１２１ と ＡとＣの和が１１５よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
１２１ 

Ｃ 

Ａ＋Ｂ 

Ａ＋Ｃ 

１２１ 

６ 
ＢとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

１１５ 

４４ 

１１５ 

６ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１２１ 

  ＢとＣの和が４４    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １２１（和） ＡとＢ ちがいは ７１（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） 

 

【式】１１５－４４＝７１（ＡとＢの差） 

   （１２１－７１）÷２＝２５（Ｂ） 

                【答え】   Ｂ２５    

 ＢとＣの和が４４ と ＡとＣの和が１１５ よりＡとＢの差を求める。 

和と差が

分かる 

Ａ 

Ｂ 
１２１ 

Ｃ 

Ｂ 

４４ 

Ａ 

Ｃ 
１１５ 

７１ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

７１ 
ＡとＢの差 

４４ 

１１５ 
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  ＡとＢの和が１２１ 

  ＢとＣの和が４４    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて １１５（和） ＡとＣ ちがいは ７７（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） Ｃに差を足す。（Ａ） 

 Ａ＋Ｂ＝１２１なので  １２１－Ａ＝Ｂ 

Ｂ＋Ｃ＝４４なので  ４４－Ｃ＝Ｂ 

 

【式】１２１－４４＝７７（ＡとＣの差） 

   （１１５－７７）÷２＝１９（Ｃ） 

   １９＋７７＝９６（Ａ） 

   １２１－９６＝２５（Ｂ）  

４４－１９＝２５（Ｂ）                【答え】   Ｂ２５    

 ３２                

Ａ 

Ｂ 
１２１ 

Ｂ 

 ＡとＢの和が１２１ と ＢとＣの和が４４ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

４４ 

１１５ 

７７ 

和と差が

分かる 

Ｂ＋Ａ 

 Ｂ＋Ｃ 

１２１ 

７７ 
ＡとＣの差 

４４ 



さくさく和差算・下 第１４回の解答  さくらぷりんと 

5 

 

③（長方形の問題） 

長さが３２０ｃｍあるはり金を折り曲げて、横の長さがたての長さより２０ｃｍ短い長方形をつく

りました。この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １６０ｃｍ（和）  ちがいは  ２０ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①たてから差を引いて、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横に差を足す。（たて） 

(①)横に差を足して、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてから差を引く。（横） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ６３００㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

横 

たて 

２０ｃｍ 

２０ｃｍ 

１６０ｃｍ 

①３２０÷２＝１６０ 

（１６０－２０）÷２＝７０（横） 

 ７０＋２０＝９０（たて） 

７０×９０＝６３００ 

(①) ３２０÷２＝１６０ 

（１６０＋２０）÷２＝９０（たて） 

  ９０－２０＝７０（横） 

  ９０×７０＝６３００ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１６０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで３２０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３９個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは７個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３９（和）  

ＡとＢ ちがいは ７（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ７＋４＋７＝１８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３９＋１８）÷３＝１９（Ａ） 

 

【式】 

  ７＋４＋７＝１８ 

  （３９＋１８）÷３＝１９（Ａ）             【答え】  Ａくん １９個    

 

 

 

 

 

 

３９個 
７個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

７個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３９個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは７個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３９（和）  

ＡとＢ ちがいは ７（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ７＋（７－４）＝１０（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３９＋１０）÷３＝１６…１（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  ７＋（７－４）＝１０ 

  （３９＋１０）÷３＝１６…１（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３９個 

７個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 

３個 

３個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を２倍しても、その差を８倍しても７０４になります。そ

れぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×２＝７０４      （Ａ－Ｂ）×８＝７０４ 

 Ａ＋Ｂ＝７０４÷２＝３５２    Ａ－Ｂ＝７０４÷８＝８８ 

 

 合わせて  ３５２（和）  ちがいは  ８８（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ２２０  Ｂ １３２  

 

（３５２－８８）÷２＝１３２（Ｂ） 

 １３２＋８８＝２２０（Ａ） 

 

①７０４÷２＝３５２ 

 ７０４÷８＝８８ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
３５２ ８８ 

８８ 

（３５２＋８８）÷２＝２２０（Ａ） 

 ２２０－８８＝１３２（Ｂ） 

 

(①) ７０４÷２＝３５２ 

  ７０４÷８＝８８ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとケーキを１５個ずつ買うと５５５０円でした。チョコレートの代金はケーキの代金

より５０円安いそうです。１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３７０円（和）  ちがいは  ５０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①ケーキから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（ケーキ） 

(①)チョコレートに差を足して、ケーキと同じ値にする。それを２で割る。（ケーキ） 

  ケーキから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート １６０円  ケーキ ２１０円    

 

さくさく和差算・下         第１５回の解答 

 

(①) ５５５０÷１５＝３７０（各１個の和） 

（３７０＋５０）÷２＝２１０（ケーキ） 

２１０－５０＝１６０（チョコレート） 

①５５５０÷１５＝３７０（各１個の和） 

（３７０－５０）÷２＝１６０（チョコレート） 

１６０＋５０＝２１０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１５個 

 

ケーキ１５個 

□円 

□円 ５５５０円 

チョコレートとケーキ、それぞれ１個ずつのとき、差は５０円。 

チョコレートと、ケーキそれぞれ１２個ずつのとき、和は５５５０円 

５０円 ５５５０円÷１５＝３７０円 

チョコレート１個 

 

ケーキ１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が６６、ＢとＣの和が４６、ＡとＣの和が５４のと

き、Ｂはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が６６ 

  ＢとＣの和が４６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が５４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ４６（和） ＢとＣ ちがいは １２（差）  

 Ｃに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ）  

 

【式】６６－５４＝１２（ＢとＣの差） 

   （４６＋１２）÷２＝２９（Ｂ） 

【答え】   Ｂ２９    

 

 ＡとＢの和が６６ と ＡとＣの和が５４よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
６６ 

Ｃ 

Ａ＋Ｂ 

Ａ＋Ｃ 

６６ 

１２ 
ＢとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

５４ 

４６ 

５４ 

１２ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が６６ 

  ＢとＣの和が４６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が５４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて ６６（和） ＡとＢ ちがいは ８（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） 

 

【式】５４－４６＝８（ＡとＢの差） 

   （６６－８）÷２＝２９（Ｂ） 

                【答え】   Ｂ２９    

 ＢとＣの和が４６ と ＡとＣの和が５４ よりＡとＢの差を求める。 

和と差が

分かる 

Ａ 

Ｂ 
６６ 

Ｃ 

Ｂ 
４６ 

Ａ 

Ｃ 
５４ 

８ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

８ 
ＡとＢの差 

４６ 

５４ 
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  ＡとＢの和が６６ 

  ＢとＣの和が４６    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が５４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ５４（和） ＡとＣ ちがいは ２０（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） Ｃに差を足す。（Ａ） 

 Ａ＋Ｂ＝６６なので  ６６－Ａ＝Ｂ 

Ｂ＋Ｃ＝４６なので  ４６－Ｃ＝Ｂ 

 

【式】６６－４６＝２０（ＡとＣの差） 

   （５４－２０）÷２＝１７（Ｃ） 

   １７＋２０＝３７（Ａ） 

   ６６－３７＝２９（Ｂ）  

４６－１７＝２９（Ｂ）                【答え】   Ｂ２９    

 ３２                

Ａ 

Ｂ 
６６ 

Ｂ 

 ＡとＢの和が６６ と ＢとＣの和が４６ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

４６ 

５４ 

２０ 

和と差が

分かる 

Ｂ＋Ａ 

 Ｂ＋Ｃ 

６６ 

２０ 
ＡとＣの差 

４６ 
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③（長方形の問題） 

長さが２８０ｃｍあるはり金を折り曲げて、横の長さがたての長さより１４ｃｍ短い長方形をつく

りました。この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １４０ｃｍ（和）  ちがいは  １４ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①たてから差を引いて、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横に差を足す。（たて） 

(①)横に差を足して、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてから差を引く。（横） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ４８５１㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

横 

たて 

１４ｃｍ 

１４ｃｍ 

１４０ｃｍ 

①２８０÷２＝１４０ 

（１４０－１４）÷２＝６３（横） 

 ６３＋１４＝７７（たて） 

６３×７７＝４８５１ 

(①) ２８０÷２＝１４０ 

（１４０＋１４）÷２＝７７（たて） 

  ７７－１４＝６３（横） 

  ７７×６３＝４８５１ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１４０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで２８０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２０個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは７個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２０（和）  

ＡとＢ ちがいは ７（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ７＋４＋７＝１８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２０＋１８）÷３＝１２･･･２（Ａ） 

ケース１は割り切れないので違う。 

 

【式】 

  ７＋４＋７＝１８ 

  （２０＋１８）÷３＝１２…２（Ａ）割り切れない 

 

 

 

 

 

２０個 
７個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

７個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２０個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは７個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２０（和）  

ＡとＢ ちがいは ７（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ７＋（７－４）＝１０（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２０＋１０）÷３＝１０（Ａ） 

 

 

【式】 

  ７＋（７－４）＝１０ 

  （２０＋１０）÷３＝１０（Ａ） 

【答え】   Ａくん １０個    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０個 

７個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 

３個 

３個 



さくさく和差算・下 第１５回の解答  さくらぷりんと 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を４倍しても、その差を１０倍しても９２０になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×４＝９２０      （Ａ－Ｂ）×１０＝９２０ 

 Ａ＋Ｂ＝９２０÷４＝２３０    Ａ－Ｂ＝９２０÷１０＝９２ 

 

 合わせて  ２３０（和）  ちがいは  ９２（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ １６１  Ｂ ６９  

 

（２３０－９２）÷２＝６９（Ｂ） 

 ６９＋９２＝１６１（Ａ） 

 

①９２０÷４＝２３０ 

 ９２０÷１０＝９２ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
２３０ ９２ 

９２ 

（２３０＋９２）÷２＝１６１（Ａ） 

 １６１－９２＝６９（Ｂ） 

 

(①) ９２０÷４＝２３０ 

  ９２０÷１０＝９２ 

 

【式】 



さくさく和差算・下 第１６回の解答  さくらぷりんと 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとアイスクリームを１８個ずつ買うと７７４０円でした。チョコレートの代金がアイ

スクリームの代金より５０円高いとき、１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ４３０円（和）  ちがいは  ５０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①チョコレートから差を引いて、アイスクリームと同じ値にする。それを２で割る。（アイスクリーム） 

 アイスクリームに差を足す。（チョコレート） 

(①)アイスクリームに差を足して、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

  チョコレートから差を引く。（アイスクリーム） 

 

 

 

 

 

              【答え】 チョコレート ２４０円  アイスクリーム １９０円    

 

さくさく和差算・下         第１６回の解答 

 

(①) ７７４０÷１８＝４３０（各１個の和） 

（４３０＋５０）÷２＝２４０（チョコレート） 

２４０－５０＝１９０（アイスクリーム） 

①７７４０÷１８＝４３０（各１個の和） 

（４３０－５０）÷２＝１９０（アイスクリーム） 

１９０＋５０＝２４０（チョコレート） 

【式】 

アイスクリーム１８個 

 

チョコレート１８個 

□円 

□円 ７７４０円 

チョコレートとアイスクリーム、それぞれ１個ずつのとき、差は５０円。 

チョコレートと、アイスクリームそれぞれ１８個ずつのとき、和は７７４０円 

５０円 ７７４０円÷１８＝４３０円 

アイスクリーム１個 

 

チョコレート１個 



さくさく和差算・下 第１６回の解答  さくらぷりんと 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が７３、ＢとＣの和が６０、ＡとＣの和が７１のと

き、Ｂはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が７３ 

  ＢとＣの和が６０    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ６０（和） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

 Ｃに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ）  

 

【式】７３－７１＝２（ＢとＣの差） 

   （６０＋２）÷２＝３１（Ｂ） 

【答え】   Ｂ３１    

 

 ＡとＢの和が７３ と ＡとＣの和が７１よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
７３ 

Ｃ 

Ａ＋Ｂ 

Ａ＋Ｃ 

７３ 

２ 
ＢとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

７１ 

６０ 

７１ 

２ 

和と差が

分かる 



さくさく和差算・下 第１６回の解答  さくらぷりんと 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が７３ 

  ＢとＣの和が６０    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて ７３（和） ＡとＢ ちがいは １１（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） 

 

【式】７１－６０＝１１（ＡとＢの差） 

   （７３－１１）÷２＝３１（Ｂ） 

                【答え】   Ｂ３１    

 ＢとＣの和が６０ と ＡとＣの和７１ よりＡとＢの差を求める。 

和と差が

分かる 

Ａ 

Ｂ 
７３ 

Ｃ 

Ｂ 
６０ 

Ａ 

Ｃ 
７１ 

１１ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

１１ 
ＡとＢの差 

６０ 

７１ 
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  ＡとＢの和が７３ 

  ＢとＣの和が６０    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ７１（和） ＡとＣ ちがいは １３（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） Ｃに差を足す。（Ａ） 

 Ａ＋Ｂ＝７３なので  ７３－Ａ＝Ｂ 

Ｂ＋Ｃ＝６０なので  ６０－Ｃ＝Ｂ 

 

【式】７３－６０＝１３（ＡとＣの差） 

   （７１－１３）÷２＝２９（Ｃ） 

   ２９＋１３＝４２（Ａ） 

   ７３－４２＝３１（Ｂ）  

６０－２９＝３１（Ｂ）                【答え】   Ｂ３１    

 ３２                

Ａ 

Ｂ 
７３ 

Ｂ 

 ＡとＢの和が７３ と ＢとＣの和が６０ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

６０ 

７１ 

１３ 

和と差が

分かる 

Ｂ＋Ａ 

 Ｂ＋Ｃ 

７３ 

１３ 
ＡとＣの差 

６０ 



さくさく和差算・下 第１６回の解答  さくらぷりんと 
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③（長方形の問題） 

長さが２２０ｃｍあるはり金を折り曲げて長方形を作ります。横の長さをたての長さより１８ｃｍ

短くするとき、この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １１０ｃｍ（和）  ちがいは  １８ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①たてから差を引いて、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横に差を足す。（たて） 

(①)横に差を足して、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてから差を引く。（横） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ２９４４㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

横 

たて 

１８ｃｍ 

１８ｃｍ 

１１０ｃｍ 

①２２０÷２＝１１０ 

（１１０－１８）÷２＝４６（横） 

 ４６＋１８＝６４（たて） 

４６×６４＝２９４４ 

(①) ２２０÷２＝１１０ 

（１１０＋１８）÷２＝６４（たて） 

  ６４－１８＝４６（横） 

  ６４×４６＝２９４４ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１１０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで２２０ｃｍ 



さくさく和差算・下 第１６回の解答  さくらぷりんと 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３１個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１２個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３１（和）  

ＡとＢ ちがいは １２（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １２＋４＋１２＝２８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３１＋２８）÷３＝１９･･･２（Ａ） 

ケース１は割り切れないので違う。 

 

【式】 

  １２＋４＋１２＝２８ 

  （３１＋２８）÷３＝１９…２（Ａ）割り切れない 

 

 

 

 

 

３１個 
１２個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

１２個 



さくさく和差算・下 第１６回の解答  さくらぷりんと 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３１個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１２個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３１（和）  

ＡとＢ ちがいは １２（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １２＋（１２－４）＝２０（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３１＋２０）÷３＝１７（Ａ） 

 

 

【式】 

  １２＋（１２－４）＝２０ 

  （３１＋２０）÷３＝１７（Ａ） 

【答え】   Ａくん １７個    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３１個 

１２個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 

８個 

８個 



さくさく和差算・下 第１６回の解答  さくらぷりんと 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を４倍しても、その差を８倍しても２８８０になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×４＝２８８０      （Ａ－Ｂ）×８＝２８８０ 

 Ａ＋Ｂ＝２８８０÷４＝７２０    Ａ－Ｂ＝２８８０÷８＝３６０ 

 

 合わせて  ７２０（和）  ちがいは  ３６０（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ５４０  Ｂ １８０  

 

（７２０－３６０）÷２＝１８０（Ｂ） 

 １８０＋３６０＝５４０（Ａ） 

 

①２８８０÷４＝７２０ 

 ２８８０÷８＝３６０ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
７２０ ３６０ 

３６０ 

（７２０＋３６０）÷２＝５４０（Ａ） 

 ５４０－３６０＝１８０（Ｂ） 

 

(①) ２８８０÷４＝７２０ 

  ２８８０÷８＝３６０ 

 

【式】 



さくさく和差算・下 第１７回の解答  さくらぷりんと 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとケーキを１２個ずつ買うと４０８０円でした。チョコレートの代金はケーキの代金

より８０円安いそうです。１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３４０円（和）  ちがいは  ８０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①ケーキから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（ケーキ） 

(①)チョコレートに差を足して、ケーキと同じ値にする。それを２で割る。（ケーキ） 

  ケーキから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート １３０円  ケーキ ２１０円    

 

さくさく和差算・下         第１７回の解答 

 

(①) ４０８０÷１２＝３４０（各１個の和） 

（３４０＋８０）÷２＝２１０（ケーキ） 

２１０－８０＝１３０（チョコレート） 

①４０８０÷１２＝３４０（各１個の和） 

（３４０－８０）÷２＝１３０（チョコレート） 

１３０＋８０＝２１０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１２個 

 

ケーキ１２個 

□円 

□円 ４０８０円 

チョコレートとケーキ、それぞれ１個ずつのとき、差は８０円。 

チョコレートと、ケーキそれぞれ１２個ずつのとき、和は４０８０円 

８０円 ４０８０円÷１２＝３４０円 

チョコレート１個 

 

ケーキ１個 



さくさく和差算・下 第１７回の解答  さくらぷりんと 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１１３、ＢとＣの和が７７、ＡとＣの和が１０４の

とき、Ｂはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１１３ 

  ＢとＣの和が７７    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１０４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ７７（和） ＢとＣ ちがいは ９（差）  

 Ｃに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ）  

 

【式】１１３－１０４＝９（ＢとＣの差） 

   （７７＋９）÷２＝４３（Ｂ） 

【答え】   Ｂ４３    

 

 ＡとＢの和が１１３ と ＡとＣの和が１０４よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
１１３ 

Ｃ 

Ａ＋Ｂ 

Ａ＋Ｃ 

１１３ 

９ 
ＢとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

１０４ 

７７ 

１０４ 

９ 

和と差が

分かる 



さくさく和差算・下 第１７回の解答  さくらぷりんと 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１１３ 

  ＢとＣの和が７７    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１０４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １１３（和） ＡとＢ ちがいは ２７（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） 

 

【式】１０４－７７＝２７（ＡとＢの差） 

   （１１３－２７）÷２＝４３（Ｂ） 

                【答え】   Ｂ４３    

 ＢとＣの和が７７ と ＡとＣの和１０４ よりＡとＢの差を求める。 

和と差が

分かる 

Ａ 

Ｂ 
１１３ 

Ｃ 

Ｂ 
７７ 

Ａ 

Ｃ 
１０４ 

２７ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

２７ 
ＡとＢの差 

７７ 

１０４ 
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  ＡとＢの和が１１３ 

  ＢとＣの和が７７    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１０４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて １０４（和） ＡとＣ ちがいは ３６（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） Ｃに差を足す。（Ａ） 

 Ａ＋Ｂ＝１１３なので  １１３－Ａ＝Ｂ 

Ｂ＋Ｃ＝７７なので  ７７－Ｃ＝Ｂ 

 

【式】１１３－７７＝３６（ＡとＣの差） 

   （１０４－３６）÷２＝３４（Ｃ） 

   ３４＋３６＝７０（Ａ） 

   １１３－７０＝４３（Ｂ）  

７７－３４＝４３（Ｂ）                【答え】   Ｂ４３    

 ３２                

Ａ 

Ｂ 
１１３ 

Ｂ 

 ＡとＢの和が１１３ と ＢとＣの和が７７ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

７７ 

１０４ 

３６ 

和と差が

分かる 

Ｂ＋Ａ 

 Ｂ＋Ｃ 

１１３ 

３６ 
ＡとＣの差 

７７ 
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③（長方形の問題） 

長さが１４０ｃｍあるはり金を折り曲げて長方形を作ります。横の長さをたての長さより１２ｃｍ

短くするとき、この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ７０ｃｍ（和）  ちがいは  １２ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①たてから差を引いて、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横に差を足す。（たて） 

(①)横に差を足して、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてから差を引く。（横） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   １１８９㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

横 

たて 

１２ｃｍ 

１２ｃｍ 

７０ｃｍ 

①１４０÷２＝７０ 

（７０－１２）÷２＝２９（横） 

 ２９＋１２＝４１（たて） 

２９×４１＝１１８９ 

(①) １４０÷２＝７０ 

（７０＋１２）÷２＝４１（たて） 

  ４１－１２＝２９（横） 

  ４１×２９＝１１８９ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は７０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで１４０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２６個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１０個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２６（和）  

ＡとＢ ちがいは １０（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １０＋２＋１０＝２２（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２６＋２２）÷３＝１６（Ａ） 

 

【式】 

  １０＋２＋１０＝２２ 

  （２６＋１６）÷３＝１６（Ａ）             【答え】  Ａくん １６個    

 

 

 

 

 

 

２６個 
１０個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

２個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

１０個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、２６個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１０個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ２６（和）  

ＡとＢ ちがいは １０（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １０＋（１０－２）＝１８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（２６＋１８）÷３＝１４…２（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  １０＋（１０－２）＝１８ 

  （２６＋１８）÷３＝１４…２（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２６個 

１０個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

２個 

８個 

８個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を６倍しても、その差を８倍しても３８４０になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×６＝３８４０      （Ａ－Ｂ）×８＝３８４０ 

 Ａ＋Ｂ＝３８４０÷６＝６４０    Ａ－Ｂ＝３８４０÷８＝４８０ 

 

 合わせて  ６４０（和）  ちがいは  ４８０（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ５６０  Ｂ ８０  

 

（６４０－４８０）÷２＝８０（Ｂ） 

 ８０＋４８０＝５６０（Ａ） 

 

①３８４０÷６＝６４０ 

 ３８４０÷８＝４８０ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
６４０ ４８０ 

４８０ 

（６４０＋４８０）÷２＝５６０（Ａ） 

 ５６０－４８０＝８０（Ｂ） 

 

(①) ３８４０÷６＝６４０ 

  ３８４０÷８＝４８０ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとアイスクリームを１３個ずつ買うと３２５０円でした。チョコレートの代金がアイ

スクリームの代金より７０円安いとき、１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ２５０円（和）  ちがいは  ７０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①アイスクリームから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（アイスクリーム） 

(①)チョコレートに差を足して、アイスクリームと同じ値にする。それを２で割る。（アイスクリーム） 

  アイスクリームから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート ９０円  アイスクリーム １６０円    

 

さくさく和差算・下         第１８回の解答 

 

(①) ３２５０÷１３＝２５０（各１個の和） 

（２５０＋７０）÷２＝１６０（アイスクリーム） 

１６０－７０＝９０（チョコレート） 

①３２５０÷１３＝２５０（各１個の和） 

（２５０－７０）÷２＝９０（チョコレート） 

９０＋７０＝１６０（アイスクリーム） 

【式】 

チョコレート１３個 

 

アイスクリーム１３個 

□円 

□円 ３２５０円 

チョコレートとアイスクリーム、それぞれ１個ずつのとき、差は７０円。 

チョコレートと、アイスクリームそれぞれ１３個ずつのとき、和は３２５０円 

７０円 ３２５０円÷１３＝２５０円 

チョコレート１個 

 

アイスクリーム１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１０３、ＢとＣの和が５８、ＡとＣの和が７１のと

き、Ｂはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１０３ 

  ＢとＣの和が５８    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ５８（和） ＢとＣ ちがいは ３２（差）  

 Ｃに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ）  

 

【式】１０３－１７１＝３２（ＢとＣの差） 

   （５８＋３２）÷２＝４５（Ｂ） 

【答え】   Ｂ４５    

 

 ＡとＢの和が１０３ と ＡとＣの和が７１よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
１０３ 

Ｃ 

Ａ＋Ｂ 

Ａ＋Ｃ 

１０３ 

３２ 
ＢとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

７１ 

５８ 

７１ 

３２ 

和と差が

分かる 



さくさく和差算・下 第１８回の解答  さくらぷりんと 

3 

 

※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１０３ 

  ＢとＣの和が５８    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １０３（和） ＡとＢ ちがいは １３（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） 

 

【式】７１－５８＝１３（ＡとＢの差） 

   （１０３－１３）÷２＝４５（Ｂ） 

                【答え】   Ｂ４５    

 ＢとＣの和が５８ と ＡとＣの和７１ よりＡとＢの差を求める。 

和と差が

分かる 

Ａ 

Ｂ 
１０３ 

Ｃ 

Ｂ 
５８ 

Ａ 

Ｃ 
７１ 

１３ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

１３ 
ＡとＢの差 

５８ 

７１ 
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  ＡとＢの和が１０３ 

  ＢとＣの和が５８    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が７１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて ７１（和） ＡとＣ ちがいは ４５（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） Ｃに差を足す。（Ａ） 

 Ａ＋Ｂ＝１０３なので  １０３－Ａ＝Ｂ 

Ｂ＋Ｃ＝５８なので  ５８－Ｃ＝Ｂ 

 

【式】１０３－５８＝４５（ＡとＣの差） 

   （７１－４５）÷２＝１３（Ｃ） 

   １３＋４５＝５８（Ａ） 

   １０３－５８＝４５（Ｂ）  

５８－１３＝４５（Ｂ）                【答え】   Ｂ４５    

 ３２                

Ａ 

Ｂ 
１０３ 

Ｂ 

 ＡとＢの和が１０３ と ＢとＣの和が５８ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

５８ 

７１ 

４５ 

和と差が

分かる 

Ｂ＋Ａ 

 Ｂ＋Ｃ 

１０３ 

４５ 
ＡとＣの差 

５８ 
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③（長方形の問題） 

長さが３２０ｃｍあるはり金を折り曲げて長方形を作ります。横の長さをたての長さより１２ｃｍ

短くするとき、この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  １６０ｃｍ（和）  ちがいは  １２ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①横から差を引いて、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてに差を足す。（横） 

(①)たてに差を足して、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横から差を引く。（たて） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   ６３６４㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

たて 

横 

１２ｃｍ 

１２ｃｍ 

１６０ｃｍ 

①３２０÷２＝１６０ 

（１６０－１２）÷２＝７４（たて） 

 ７４＋１２＝８６（横） 

７４×８６＝６３６４ 

(①) ３２０÷２＝１６０ 

（１６０＋１２）÷２＝８６（横） 

  ８６－１２＝７４（たて） 

  ８６×７４＝６３６４ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は１６０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで３２０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３２個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１３個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３２（和）  

ＡとＢ ちがいは １３（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １３＋２＋１３＝２８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３２＋２８）÷３＝２０（Ａ） 

 

【式】 

  １３＋２＋１３＝２８ 

  （３２＋２８）÷３＝２０（Ａ）             【答え】  Ａくん ２０個    

 

 

 

 

 

 

３２個 
１３個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

２個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

１３個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３２個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは１３個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。

Ａくんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３２（和）  

ＡとＢ ちがいは １３（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは １３＋（１３－２）＝２４（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３２＋２４）÷３＝１８…２（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  １３＋（１３－２）＝２４ 

  （３２＋２４）÷３＝１８…２（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３２個 

１３個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

２個 

１１個 

１１個 



さくさく和差算・下 第１８回の解答  さくらぷりんと 

8 

 

⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を３倍しても、その差を７倍しても９４５になります。そ

れぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×３＝９４５      （Ａ－Ｂ）×７＝９４５ 

 Ａ＋Ｂ＝９４５÷３＝３１５    Ａ－Ｂ＝９４５÷７＝１３５ 

 

 合わせて  ３１５（和）  ちがいは  １３５（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ２２５  Ｂ ９０  

 

（３１５－１３５）÷２＝９０（Ｂ） 

 ９０＋１３５＝２２５（Ａ） 

 

①９４５÷３＝３１５ 

 ９４５÷７＝１３５ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
３１５ １３５ 

１３５ 

（３１５＋１３５）÷２＝２２５（Ａ） 

 ２２５－１３５＝９０（Ｂ） 

 

(①) ９４５÷４＝３１５ 

  ９４５÷７＝１３５ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとケーキを１４個ずつ買うと５１８０円でした。ケーキの代金はチョコレートの代金

より９０円高いそうです。１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３７０円（和）  ちがいは  ９０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①ケーキから差を引いて、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

 チョコレートに差を足す。（ケーキ） 

(①)チョコレートに差を足して、ケーキと同じ値にする。それを２で割る。（ケーキ） 

  ケーキから差を引く。（チョコレート） 

 

 

 

 

 

               【答え】 チョコレート １４０円  ケーキ ２３０円    

 

さくさく和差算・下         第１９回の解答 

 

(①) ５１８０÷１４＝３７０（各１個の和） 

（３７０＋９０）÷２＝２３０（ケーキ） 

２３０－９０＝１４０（チョコレート） 

①５１８０÷１４＝３７０（各１個の和） 

（３７０－９０）÷２＝１４０（チョコレート） 

１４０＋９０＝２３０（ケーキ） 

【式】 

チョコレート１４個 

 

ケーキ１４個 

□円 

□円 ５１８０円 

チョコレートとケーキ、それぞれ１個ずつのとき、差は９０円。 

チョコレートと、ケーキそれぞれ１４個ずつのとき、和は５１８０円 

９０円 ５１８０円÷１４＝３７０円 

チョコレート１個 

 

ケーキ１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１０８、ＢとＣの和が５９、ＡとＣの和が１０３の

とき、Ｂはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１０８ 

  ＢとＣの和が５９    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１０３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて ５９（和） ＢとＣ ちがいは ５（差）  

 Ｃに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ）  

 

【式】１０８－１０３＝５（ＢとＣの差） 

   （５９＋５）÷２＝３２（Ｂ） 

【答え】   Ｂ３２    

 

 ＡとＢの和が１０８ と ＡとＣの和が１０３よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
１０８ 

Ｃ 

Ａ＋Ｂ 

Ａ＋Ｃ 

１ ０ ８

５ 

５ 
ＢとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

１０３ 

５９ 

１０３ 

５ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１０８ 

  ＢとＣの和が５９    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１０３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １０３（和） ＡとＢ ちがいは ４４（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） 

 

【式】１０３－５９＝４４（ＡとＢの差） 

   （１０８－４４）÷２＝３２（Ｂ） 

                【答え】   Ｂ３２    

 ＢとＣの和が５９ と ＡとＣの和１０３ よりＡとＢの差を求める。 

和と差が

分かる 

Ａ 

Ｂ 
１０８ 

Ｃ 

Ｂ 
５９ 

Ａ 

Ｃ 
１０３ 

４４ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

４４ 
ＡとＢの差 

５９ 

１０３ 
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  ＡとＢの和が１０８ 

  ＢとＣの和が５９    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１０３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて １０３（和） ＡとＣ ちがいは ４９（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） Ｃに差を足す。（Ａ） 

 Ａ＋Ｂ＝１０８なので  １０８－Ａ＝Ｂ 

Ｂ＋Ｃ＝５９なので  ５９－Ｃ＝Ｂ 

 

【式】１０８－５９＝４９（ＡとＣの差） 

   （１０３－４９）÷２＝２７（Ｃ） 

   ２７＋４９＝７６（Ａ） 

   １０８－７６＝３２（Ｂ）  

５９－２７＝３２（Ｂ）                【答え】   Ｂ３２    

 ３２                

Ａ 

Ｂ 
１０８ 

Ｂ 

 ＡとＢの和が１０８ と ＢとＣの和が５９ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

５９ 

１０３ 

４９ 

和と差が

分かる 

Ｂ＋Ａ 

 Ｂ＋Ｃ 

１０８ 

４９ 
ＡとＣの差 

５９ 
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③（長方形の問題） 

長さが１６０ｃｍあるはり金を折り曲げて長方形を作ります。横の長さをたての長さより８ｃｍ 

短くするとき、この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ８０ｃｍ（和）  ちがいは  ８ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①たてから差を引いて、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横に差を足す。（たて） 

(①)横に差を足して、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてから差を引く。（横） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   １５８４㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

横 

たて 

８ｃｍ 

８ｃｍ 

８０ｃｍ 

①１６０÷２＝８０ 

（８０－８）÷２＝３６（横） 

 ３６＋８＝４４（たて） 

３６×４４＝１５８４ 

(①) １６０÷２＝８０ 

（８０＋８）÷２＝４４（たて） 

  ４４－８＝３６（横） 

  ４４×３６＝１５８４ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は８０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで１６０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３３個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは７個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３３（和）  

ＡとＢ ちがいは ７（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ７＋４＋７＝１８（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３３＋１８）÷３＝１７（Ａ） 

 

【式】 

  ７＋４＋７＝１８ 

  （３３＋１８）÷３＝１７（Ａ）             【答え】  Ａくん １７個    

 

 

 

 

 

 

３３個 
７個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
４個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

７個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３３個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは７個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは４個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３３（和）  

ＡとＢ ちがいは ７（差） ＢとＣ ちがいは ４（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ７＋（７－４）＝１０（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３３＋１０）÷３＝１４…１（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  ７＋（７－４）＝１０ 

  （３３＋１０）÷３＝１４…１（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３個 

７個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

４個 

３個 

３個 
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⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を４倍しても、その差を６倍しても３０７２になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×４＝３０７２      （Ａ－Ｂ）×６＝３０７２ 

 Ａ＋Ｂ＝３０７２÷４＝７６８    Ａ－Ｂ＝３０７２÷６＝５１２ 

 

 合わせて  ７６８（和）  ちがいは  ５１２（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ６４０  Ｂ １２８  

 

（７６８－５１２）÷２＝１２８（Ｂ） 

 １２８＋５１２＝６４０（Ａ） 

 

①３０７２÷４＝７６８ 

 ３０７２÷６＝５１２ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
７６８ ５１２ 

５１２ 

（７６８＋５１２）÷２＝６４０（Ａ） 

 ６４０－５１２＝１２８（Ｂ） 

 

(①) ３０７２÷４＝７６８ 

  ３０７２÷６＝５１２ 

 

【式】 
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①（それぞれ１個の値を求める問題） 

チョコレートとアイスクリームを１８個ずつ買うと６１２０円でした。チョコレートの代金がアイ

スクリームの代金より４０円高いとき、１個の代金はそれぞれいくらでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ３４０円（和）  ちがいは  ４０円（差） 

求めるのは、それぞれ１個の代金（値段）。 

①チョコレートから差を引いて、アイスクリームと同じ値にする。それを２で割る。（アイスクリーム） 

 アイスクリームに差を足す。（チョコレート） 

(①)アイスクリームに差を足して、チョコレートと同じ値にする。それを２で割る。（チョコレート） 

  チョコレートから差を引く。（アイスクリーム） 

 

 

 

 

 

              【答え】 チョコレート １９０円  アイスクリーム １５０円    

 

さくさく和差算・下         第２０回の解答 

 

(①) ６１２０÷１８＝３４０（各１個の和） 

（３４０＋４０）÷２＝１９０（チョコレート） 

１９０－４０＝１５０（アイスクリーム） 

①６１２０÷１８＝３４０（各１個の和） 

（３４０－４０）÷２＝１５０（アイスクリーム） 

１５０＋４０＝１９０（チョコレート） 

【式】 

アイスクリーム１８個 

 

チョコレート１８個 

□円 

□円 ６１２０円 

チョコレートとアイスクリーム、それぞれ１個ずつのとき、差は４０円。 

チョコレートと、アイスクリームそれぞれ１８個ずつのとき、和は６１２０円 

４０円 ６１２０円÷１８＝３４０円 

アイスクリーム１個 

 

チョコレート１個 
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②（和が３つある問題） 

３つの整数Ａ、Ｂ、Ｃがあります。ＡとＢの和が１４７、ＢとＣの和が１０３、ＡとＣの和が１１４

のとき、Ｂはいくつになりますか。 

 

  ＡとＢの和が１４７ 

  ＢとＣの和が１０３    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＢとＣ 合わせて １０３（和） ＢとＣ ちがいは ３３（差）  

 Ｃに差を足して、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ）  

 

【式】１４７－１１４＝３３（ＢとＣの差） 

   （１０３＋３３）÷２＝６８（Ｂ） 

【答え】   Ｂ６８    

 

 ＡとＢの和が１４７ と ＡとＣの和が１１４よりＢとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｂ 
１４７ 

Ｃ 

Ａ＋Ｂ 

Ａ＋Ｃ 

１ ４ ７

５ 

３３ 
ＢとＣの差 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

１１４ 

１０３ 

１１４ 

３３ 

和と差が

分かる 
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※その他の方法 

 

  ＡとＢの和が１４７ 

  ＢとＣの和が１０３    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＢ 合わせて １４７（和） ＡとＢ ちがいは １１（差）  

 Ａから差を引いて、Ｂと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｂ） 

 

【式】１１４－１０３＝１１（ＡとＢの差） 

   （１４７－１１）÷２＝６８（Ｂ） 

                【答え】   Ｂ６８    

 ＢとＣの和が１０３ と ＡとＣの和１１４ よりＡとＢの差を求める。 

和と差が

分かる 

Ａ 

Ｂ 
１４７ 

Ｃ 

Ｂ 
１０３ 

Ａ 

Ｃ 
１１４ 

１１ 

Ｃ＋Ａ 

 

 

Ｃ＋Ｂ 

１１ 
ＡとＢの差 

１０３ 

１１４ 
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  ＡとＢの和が１４７ 

  ＢとＣの和が１０３    ３つある和のうち２つの和を使って考える。 

  ＡとＣの和が１１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＢの値 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ＡとＣ 合わせて １１４（和） ＡとＣ ちがいは ４４（差）  

 Ａから差を引いて、Ｃと同じ長さにする。それを２で割る。（Ｃ） Ｃに差を足す。（Ａ） 

 Ａ＋Ｂ＝１４７なので  １４７－Ａ＝Ｂ 

Ｂ＋Ｃ＝１０３なので  １０３－Ｃ＝Ｂ 

 

【式】１４７－１０３＝４４（ＡとＣの差） 

   （１１４－４４）÷２＝３５（Ｃ） 

   ３５＋４４＝７９（Ａ） 

   １４７－７９＝６８（Ｂ）  

１０３－３５＝６８（Ｂ）                【答え】   Ｂ６８    

 ３２                

Ａ 

Ｂ 
１４７ 

Ｂ 

 ＡとＢの和が１４７ と ＢとＣの和が１０３ よりＡとＣの差を求める。 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

 

１０３ 

１１４ 

４４ 

和と差が

分かる 

Ｂ＋Ａ 

 Ｂ＋Ｃ 

１４７ 

４４ 
ＡとＣの差 

１０３ 
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③（長方形の問題） 

長さが１８０ｃｍあるはり金を折り曲げて長方形を作ります。横の長さをたての長さより１６ｃｍ

短くするとき、この長方形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  合わせて  ９０ｃｍ（和）  ちがいは  １６ｃｍ（差） 

 

求めるのは、長方形面積。 

①たてから差を引いて、横と同じ長さにする。それを２で割る。（横） 横に差を足す。（たて） 

(①)横に差を足して、たてと同じ長さにする。それを２で割る。（たて） たてから差を引く。（横） 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】   １９６１㎠    

 

 

 

 

 

 

 

 

横 

たて 

１６ｃｍ 

１６ｃｍ 

９０ｃｍ 

①１８０÷２＝９０ 

（９０－１６）÷２＝３７（横） 

 ３７＋１６＝５３（たて） 

３７×５３＝１９６１ 

(①) １８０÷２＝９０ 

（９０＋１６）÷２＝５３（たて） 

  ５３－１６＝３７（横） 

  ５３×３７＝１９６１ 

【式】 

 たて１辺、横１辺の和は９０ｃｍ 

 はり金、ぐるっと一回りで１８０ｃｍ 
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④（割り切れる場合を考える問題） 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３４個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは９個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

〈ケース１・・・ＢくんがＣくんより多いとき（Ｂが２番目に多いとき）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３４（和）  

ＡとＢ ちがいは ９（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ９＋２＋９＝２０（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３４＋２０）÷３＝１８（Ａ） 

 

【式】 

  ９＋２＋９＝２０ 

  （３４＋２０）÷３＝１８（Ａ）             【答え】  Ａくん １８個    

 

 

 

 

 

 

３４個 
９個 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
２個 

線分図は２通りできる。線分図より答えを求め、割り切れた方が正解。 

９個 
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〈ケース２・・・ＢくんがＣくんより少ない場合（Ｃが２番目に多いとき）〉 

Ａくん、Ｂくん、Ｃくんの３人で、３４個のあめを分けました。Ａくんは３人の中で１番多くあめを

もらい、ＡくんとＢくんの個数のちがいは９個、ＢくんとＣくんの個数のちがいは２個でした。Ａ

くんのあめの個数は何個でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 求めるのはＡくんの個数なのでＡくんに個数を合わせて考えてみる。 

 

３つある和のうち２つの和を使って考える。 

線分図より・・・ 

Ａ、Ｂ、Ｃ 合わせて ３４（和）  

ＡとＢ ちがいは ９（差） ＢとＣ ちがいは ２（差）  

ＡとＢ＋Ｃ ちがいは ９＋（９－２）＝１６（差） 

 

 

 Ｂ、Ｃに差を足してＡと同じ個数にする。それを３で割る。（Ａ） 

（３４＋１６）÷３＝１６…２（Ａ）割り切れない 

 ケース２は割り切れないので違う 

 

【式】 

  ９＋（９－２）＝１６ 

  （３４＋１６）÷３＝１６…２（Ａ）割り切れないので違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３４個 

９個 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

２個 

７個 

７個 



さくさく和差算・下 第２０回の解答  さくらぷりんと 

8 

 

⑤ 

Ａ，Ｂの２つの数があります。ＡはＢよりも大きく、その和を４倍しても、その差を７倍しても２９１２になります。

それぞれいくつでしょうか。 

 

 （Ａ＋Ｂ）×４＝２９１２      （Ａ－Ｂ）×７＝２９１２ 

 Ａ＋Ｂ＝２９１２÷４＝７２８    Ａ－Ｂ＝２９１２÷７＝４１６ 

 

 合わせて  ７２８（和）  ちがいは  ４１６（差） 

求めるのは、それぞれの数 

 

①Ａから差を引いて、Ｂと同じ値にする。それを２で割る。（Ｂ） Ｂに差を足してＡ。 

(①) Ｂに差を足して、Ａと同じ値にする。それを２で割る。（Ａ） Ａから差を引いてＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答え】  Ａ ５７２  Ｂ １５６  

 

（７２８－４１６）÷２＝１５６（Ｂ） 

 １５６＋４１６＝５７２（Ａ） 

 

①２９１２÷４＝７２８ 

 ２９１２÷７＝４１６ 

【式】 

Ａ 

Ｂ 
７２８ ４１６ 

４１６ 

（７２８＋４１６）÷２＝５７２（Ａ） 

 ５７２－４１６＝１５６（Ｂ） 

 

(①) ２９１２÷４＝７２８ 

  ２９１２÷７＝４１６ 

 

【式】 
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